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このコーナーはＣ/Ａが各就航地へ行き、あなたのまちの観光

等をご紹介してまいります。毎月シリーズでお届けしていき

ます。お楽しみに★★★ 

また、「あなたのまちの○○を紹介して欲しい！」といった

お客様のお声も心よりお待ちしております。（＾ ＾）∨ 

★天草在住・天草に勤務地（会社）がある方対象★

昨年 10 月より天草住民割引運賃を開始しています。 
ご利用の際は住民割引カードへのご入会が必要になり

ます。詳しい内容につきましては、時刻表をご覧下さい。
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天草エアライン 

客室乗務員発行 
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①しおれた（塩レター） ②銭湯（この動物は「とう」で数えるので、数字をたして！） ③なまえ ④ピンポン（卓球） ⑤ふみきり ⑥長崎県（長さ危険） 

♪こたえはひだりしたをみてね♪ 

① 手紙に塩をかけたらどうなる？ 
② 馬が 500 とう、ゾウが 300 とう、キリンが 200 とう、みんなが 

行った場所ってどこだ？ 
③ 自分のものなのに、他の人がよく使うものってなんだ？ 
④ げんかんでお客さんがやっているスポーツってなんだ？ 
⑤ 通るときは閉まっていて、通っていないときは開いているものは 

なんだ？ 
⑥ 長いものに注意。これ何県？ 

2／1（金）4（月）6（水）8（金）11（月） 
13（水）は乗員訓練の為 熊本⇔松山 
（301 便、302 便）は運休となります。 

みなさまこんにちは。まだまだ寒い日が続いていますが･･･今月は熊本県北部に

位置する山鹿市に行って参りました！“山
やま

鹿
が

”と言えば…山鹿灯
とう

籠
ろう

・山鹿温泉や 

平山温泉で有名ですね☆私もよく訪れるのですが、今回は『国指定重要文化財の 

“八千代座”』をご紹介したいと思います。 

八千代座は明治 43 年（1910）山鹿の実業家達が中心となって建築した芝居小屋です。

江戸時代の様式の中にドイツ製のレールを用いた廻り舞台やスッポンなど様々な 
仕掛けを備えた造りが特徴で、大正から昭和初期にかけてはレベルの高い文化や 
芸能に触れる場として賑わいました。しかしテレビや映画の普及により観客が減り、

廃屋同然になってしまいます。老朽化が進む八千代座にもう一度華やかさをとり 
戻すために、老人会が中心となって復興活動を行いました。その努力が実り、 
昭和 63 年（1988）国指定重要文化財に指定されました。 

芝居小屋に入り、まず目につくのは、 

天井一面に描かれた色鮮やかな広告画と

ゴールドのシャンデリアです。まさに 

和洋折衷、明治期ならではの装飾でみと

れてしまいました。客席は勾配
こうばい

がつけ 

られた枡席
ますせき

と桟敷席
さ じ き せ き

からなり、現在の 

収容人数は約 650 人。（建設当時は 1274 人

も収容できたそうです！）現在も歌舞伎

役者の坂東玉三郎さんや水前寺清子さん 

天 井 広 告 画 の舞台、地元小学生・高校生の文化祭、音楽のリサイタルやコンサートなど様々な

公演が行われています。また催物がない日には内部の見学ができます！私が訪れた

時は、ちょうど佐賀から来られていた団体の方と一緒になった為、1 時間程かけて

八千代座の歴史や内部の詳しい案内を聞くことができました。花道を歩いたり舞台

に立ったり、舞台や花道の床下の“奈
な

落
らく

”と呼ばれる所で廻り舞台やスッポンの 

仕掛けを見たり･･･。この廻り舞台の下には舞台を支えるレールと車輪があり、人力

で回し歌舞伎などで場面転換を早めるために使われています。またスッポンとは、

花道にあるみこし状の台のことで、上下に動き、芝居では忍者や妖怪がここから 

登場します。人間ではないものが、生き物のスッポンのように頭や手足がニョキ～

と出てくる姿からこの名前が付けられたそうです。舞台裏には様々な仕掛けがあり、

とても興味深いものでした。また、案内をして下さるスタッフの方の話がとっても

面白く時間を忘れるくらいの楽しさでした♪次回は歌舞伎の公演が行われるとき 

には、是非行ってみたいと思います（＾o＾） 

1 / 25 ～ 3 / 1 までの毎週金・土曜日、八千代座周辺の豊前街道で『山鹿灯籠浪漫・百華

百彩』が開催されています。山鹿の街並みに、灯籠と番傘を使った灯りのモニュメント

が美しく並び、幻想的な灯りが灯され、とても心が温まります☆ 

皆さまも是非、山鹿の風情を感じに足をはこばれてみてはいかがですか（^-^）/ 

 

      皆さま、こんにちは！ 

      今月は坂口のつぶやきにお付き合いください（＾_＾） 

 

 早速ですが、みなさまはご存知でしょうか？ 

天草エアラインでは定期的に天草の小学生の体験搭乗を行っております。 

今日はその体験搭乗で出会った小学生とのエピソードをご紹介したいと思います。 

 

「おはようございますっ!!!」と笑顔で元気良くご搭乗された男の子。 

制服は紺色ですが、あとは黒い帽子に黒い靴、黒いリュックサック。そして手には黒い水筒と 

黒いパーカーを持っていました。 

小学生は、なかなか上の棚に手が届かないため、前方の座席下へお手荷物を収納して頂くことが 

多く、この便ものお手荷物の収納をお手伝いしておりました。 

次々と収納し、あの男の子の座席へ。黒いパーカー、黒いリュックサック、黒い水筒を座席下へ･･･

あれ？？この荷物重たいなぁ。いっちょん動かんぞぉ～よいしょ！よっこいしょ～！（＞～＜） 

「ぼく、重か荷物ば持ってきたねぇ～」と顔を見上げると･･･男の子はポカンと口を開け、 

目を点にしてこちらを見ています。その視線の先には私が動かそうとしている・・・ 

男の子の“足”（笑） 

そうです。私は男の子の黒い靴をお手荷物と間違えて、必死に座席下へ収納しようと 

していたのでした（＾_＾;） 

   ということで・・・ 

   皆さま～！私がお手荷物を収納している際にはお足元に 

十分ご注意くださいませ。（＾▽＾）/ 

3 月 1 日ご搭乗分より、天草⇔熊本線の往復割引運賃

を値下げ致します。 
 
 
 
 
 
また、同路線の「天草住民割引」も値下げ致します。
 
 

奈落（廻り舞台装置）

←スッポン 

【2 / 29 ご搭乗分まで】   【3 / 1 ご搭乗分より】 
往復 13,600 円        往復 9,000 円 

（片道 6,800 円）     （片道 4,500 円） 
 


